
重　点　目　標 達成度

1　基礎学力の定着・向上と、「よりよく生きるための力になる勉強」という視点からの学習指導

2　人間関係形成能力の育成

3　安心・安全な学校づくり

4　特別支援教育体制の充実

５　新教育課程の着実な実施

Ｄｏ Ｃｈｅcｋ Ａction 学校関係者評価

目標の達成状況
達成にむけた取組み状況と分析

評　　価
　　　　　　　　　　　　　　　〇成果

成果と課題
　　　　　　　　　　　　　　　・課題

意見・要望・評価等

1
放課後等の有効活用による、個々のニーズに応じた指導の充
実

・放課後を活用した学び直しによる基礎学力の習得、高卒認定試験学習、各種資格試験学習等、生徒の希望
に応じた個別学習会を多目的室（情報実習室）で実施した。
・多様な支援を要する生徒に対しては、特別支援教育支援員から協力を得ながら学習に取り組んだ。

Ｂ
〇希望に応じた放課後の学習会を実施し、高卒認定試験で６名が合格した。
〇放課後学習の場所を固定することで、生徒の動向を確認でき安全・安心な学習環境を維持できた。
・組織的な指導体制の確立。

2 進路希望や興味関心などを足がかりとした学習意欲の向上
・年３回の進路希望調査について、Chromebookを活用したアンケートを修正・改善しながら２回実施した。
・定期的なガイダンスの実施や外部講師を招聘した進路講話等を実施し、生徒の興味・関心を引き出すことで
進路意識を高め学習意欲の向上を図った。

Ｂ
〇進路希望調査の結果を教職員で共有し、進路実現に向けた指導に活用した。
〇「WAKU WAKU WORK」を初開催し、ブースに別れ各企業の説明と体験することで就労意欲を高揚させた。
・進路希望が希薄な生徒への対応。

3
「生徒の授業評価」等を活用した授業の改善と、探究的・体験
的な学習機会の拡大

・年２回の「生徒の授業評価」を実施し、各教科で必要に応じた指導改善を行った。
・「総合的な探究の時間」では、一人一台端末を活用し各年次ごと進路に関する探究的な学習に取り組んだ。 Ｂ

〇「総合的な探究の時間発表会」をGoogleｍeetを活用したオンライン形式で各年次ごとに実施した。
・観点別評価に伴う「生徒の授業評価」のアンケート内容の修正・改善。
・「総合的な探究の時間」の４年間を見据えたカリキュラムの検討。

4 ティーム・ティーチングの効果的な運用
・昨年度からの実施で教職員の負担は増加しているが、生徒が集中して取り組める学習環境が整備された。
・多様な支援を要する生徒に対して、サブティーチャーによる丁寧でタイムリーな支援が効果的であった。 Ａ

〇多様な生徒に対して柔軟な対応が可能となり、学習環境が整備された。
・教職員の負担増加。
・教職員の加配やＳＳＷの配置、英語の授業でＡＬＴとのティームティーチングの実施。

5 コミュニケーション能力・自己表現力の育成
・「生活体験発表会」や「総合的な探究の時間発表会」の取り組みによる「主体的・対話的で深い学び」により、
メタ認知や表現力、コミュニケーション能力の育成を図った。 Ｂ

〇学校行事で発表の場を設定し、取り組むことで着実に自己表現力やコミュニケーション能力が培われた。
〇学校行事や各種講話後に作文を書くことで、自身を振り返ることができメタ認知力を高めた。
・対人関係が苦手で発表が不得意な生徒への対応。

6
学校行事、生徒会行事、部活動の充実と、自主的・自律的行
動力の育成

・部活動を任意加入に変更したことで、年間を通して意欲的な活動内容となり２名が全国大会に出場した。
・年２回「身に付けてほしい力」として、生活面、学習面、対人関係、将来、精神面に関する項目でアンケートを
実施することで内省を促し、思考力、判断力、行動力の向上につなげた。

Ｂ

〇生徒会が中心となり、スポレク等、生徒が自主的・主体的に学校行事を企画・運営し、年次を越えた交流が
できた。
〇継続的なアンケートの実施により、系統的な内省が可能となり自律的な行動力が育成された。
・スポレク等にレクリエーションを導入し、運動の不得意な生徒が参加しやすい環境を整備する。

7 地域と連携した教育活動の推進
・ホームページを活用し、学校行事での活動状況や毎月の行事予定、保健だより、生徒保健課だより等を随時
掲載し情報発信した。
・文化祭を通して地域との交流を深めた。

Ｂ
〇昨年度以上に、ホームページに生徒活動状況を掲載し情報発信した。
〇文化祭は今年も琢成学区コミュニティ防災センターに作品展示し、制限はあったが地域との交流ができた。
・新型コロナが「５類」に引き下げられた場合の地域人材や施設等の有効活用。

8 進路意識向上のためのキャリア教育の充実
・キャリアカウンセリング事業、進路講話等を計画的に実施し進路意識の向上を図った。
・「総合的な探究の時間」で年次ごとの進路活動に取り組み、キャリア教育を充実させた。 Ａ

〇年間計画に基づく計画的な進路指導により、生徒の進路意識を高め継続的な指導ができた。
〇進路決定者による「先輩からの講話」では、就職や進学に向けた取り組みについて体験発表し、在校生の次
年度からの早期の進路実現に向けた意識付けとなった。

9
「新しい生活様式」を踏まえた、安全かつ安心な学習環境の整
備

・毎月「学校安全点検」を実施し、校内の安心・安全な学習環境を整備した。
・感染防止対策として場に応じたマスク着用、手指消毒、換気、また教職員による日々の校内除菌を実施した。 Ａ

〇感染防止対策として、サーキュレーター、非接触体温計ＡＩサーマルカメラを設置した。
〇発熱時の待機場所を整備した。
・新型コロナが「５類」に引き下げられた場合の対応。

10
特別支援教育への理解に基づいた生徒理解の深化と、組織
的な支援の充実

・「高等学校におけるＬＤ等通級による指導研究事業」の協力校として、各校との情報交換や校内研修会を開
催した。
・スクールカウンセラーの面談結果や、定例職員会議時の生徒情報交換による生徒理解、情報共有で組織的
な支援を確認した。

Ａ
〇特別支援教育に関する様々な研修会をオンラインで教職員が受講し、理解の深化に努めた。
〇保健主事、通級担当、養護教諭、特別支援教育支援員を中心に、教職員で生徒状況を共有し一人一人の
特性を理解した上で組織的に対応した。

11
感染症対策も視野に入れた健康教育の充実と自己管理能
力の育成

・薬物乱用教室でコロナを含む様々な感染症についても講話をしていただき、感染症対策について理解を深め
た。
・定期的な「保健だより」の発行や「ブラックボード」を設置し時節に応じた情報をアナウンスし、自己の健康管理
について喚起した。

Ａ

〇定期的に情報提供することで、自己の健康の保持・増進について興味関心を高めた。
〇日々の健康状態については「健康チェックカード」に記録し、週単位で提出することで自己の健康管理を意識
させた。
・「健康チェックカード」未提出者への指導と「さくら連絡網（ＩＣＴ）」の利活用。

12 保護者との信頼関係の強化に向けた努力の継続
・公開授業を１週間実施し、多数の保護者が授業参観に来校した。
・ホームページを活用し、学校行事での生徒の様子や毎月の行事予定、定期的な保健だよりと生徒保健課だ
より等を随時掲載し情報発信した。

Ｂ
〇欠席連絡については、「さくら連絡網」を利用し簡易化にすることで保護者の負担軽減となった。
〇ホームページについては、昨年度以上に充実した内容を掲示し情報発信できた。
・公開授業の年間複数回の開催の検討。

13 ２年目を迎えた通級指導教室の円滑な実施と定着
・９月まで２名の生徒に対して計３５時間の通級指導教室「ライフスキル」を実施し、１０月からは新たに２名の生
徒に「ライフスキル」を実施している。
・通級担当が個別教育支援計画、個別指導計画を作成し、全教職員で情報共有した上で指導している。

Ａ
〇通級指導教室「ライフスキル」での自立活動により、思考力・判断力・表現力が着実に身に付いた。
〇保護者と生徒双方が特別支援教育について理解を深め、意欲的に「ライフスキル」に参加している。
・生徒の増加に伴う通級希望者の増加への対応。

14
外部専門家等を活用した研修機会の充実による教員資質
の向上

・生徒保健課でオンラインを利用した様々な特別支援教育に関する校内研修会を案内し、教職員の理解を深
めた。
・酒田市福祉企画課と連携した研修会や子育て支援室の協力によるケース会議を開催した。
・メグシー酒田教室を教職員で訪問し、情報交換や実際に個別療育を体験することができた。

Ａ
〇オンラインによる簡易な研修会を校内で開催することで多数の教職員が参加できた。
〇酒田特別支援学校や作業療法士から来校していただき、情報共有や支援方法について助言をいただいた。
〇メグシー酒田教室を初訪問し、実際に行われている個別療育を体験できたことは貴重な経験となった。

15 行政、医療、ＮＰＯ等関係機関との連携の強化

・個別のキャリアカウンセリング事業や酒田市ハローワークとの連携による就労支援によって就職活動を行っ
た。
・生徒の特性に応じた主治医とのカンファレンスにより、教職員の共通理解で「校内での支援体制」を構築し、
組織的な対応が図れた。

Ａ
〇保護者との共通理解のもとで、ハローワーク、若者サポートステーションとの連携により就職活動に取り組ん
だ。
・多様な支援を要する生徒の増加に伴う医療関係との連携。

16 生徒の実情に応じた、効果的なＩＣＴ教育の推進
・教務課担当者を講師として、ChromebookによるGoogleの使用方法について校内研修会を実施し好評であっ
た。
・徐々にではあるが、授業での利活用が見受けられている。

Ｂ
〇レポート作成や発表会においてChromebookを利活用することで、知識・技能の習得が確認できた。
〇Google Meetを利用したオンラインで「総合的な探究の時間」発表会を実施した。
・ChromebookによるGoogle校内研修会の継続、複数回の実施による教職員のスキルアップ。

17 本校の実態に即した観点別評価方法の確立
・教務課による「観点別評価」についての校内研修会を実施し理解を深めた。
・「観点別評価」に伴い教務規定を改正、１年次について「観点別評価」を実施した。 Ｂ

〇１年次の「観点別評価」については、遺漏なく評価できた。
・「観点別評価」校内研修会の継続、複数回の実施による共通認識や教科間の情報共有。
・「観点別評価」の生徒への周知方法の検討。

自己評価及び学校関係者評価の改善点

特
別
支
援
教
育
体
制
の
充
実

新
教
育
課
程
の
着
実

な
実
施

Ｐｌａｎ

教　育　目　標

1　感性豊かで思いやりのある心を持つ人間を育成する。

2　社会において豊かに生きることができる基礎的な能力を持った人間を育成す
る。

3　逞しい気力と体力を育て、地域社会に貢献できる人間を育成する。
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　　　A 　達成している

　　　B　おおむね達成している

　　　C　あまり達成していない

　　　D　達成していない

〇生徒・教職員ともに使
用して慣れることを第一
に活用した。
〇年１回ではなく、複数回
の継続的な校内研修によ
る情報共有とスキルアッ
プが必要である。

・自己評価については、昼間定時制への移行に伴い給食が廃止となっているため「食育」に関する項目を変更及び削除した。また、１人１台端末導入による「ＩＣＴ関連」の項目を新規に設けた。
・学校関係者評価については、定時制活動状況の周知方法を検討する必要がある。（定時制への意見や要望、評価しやすい情報の周知）

総　括

〇多様な支援を要する生
徒への対応として、個に
応じた放課後の学習会の
実施やティーム・ティーチ
ングによる授業への取り
組みが高い効果を発揮し
た。

〇特別支援教育支援員
による生徒に寄り添った
丁寧な支援は、生徒のみ
ならず教職員の負担軽減
につながった。
（働き方改革への一助）

〇年々、生徒会を中心と
した学校行事への取り組
みが浸透し、生徒の自主
的・主体的な活動となっ
た。

〇個に応じた進路指導計
画を工夫し、昨年度以上
の取り組みによる早期の
進路意識向上が図られ
た。

〇コロナ禍ではあったが、
予定した学校行事を全て
実施できた。

〇「公開授業」の実施や
ホームページを昨年度以
上に内容を更新し、地域・
保護者に情報発信でき
た。

〇特別支援教育につい
て、様々な研修会への参
加により教職員の資質向
上及び校内での支援体
制が構築された。
〇主治医とのカンファレン
スによる生徒との「ルー
ル」作りによって、本人・
保護者・教職員の共通理
解が図られ効果的な支援
ができた。

〇地元企業４社による
「WAKU WAKU WORK」を
初開催したことは、企業
の魅力を体験することが
でき地元定着へ期待がで
きる。

〇ティーム・ティーチング
による教職員への負担は
増加するが、学習効果が
高く環境整備にもつなが
るので今後も継続した取
り組むべきである。

○感染防止対策を万全に
した上で年間行事を全て
実施できたことは、生徒
の自主的・主体的な取り
組みの成果である。

〇ホームページによる情
報発信の周知方法の検
討。

〇「新しい生活様式」を踏
まえつつ、サーキュレー
ターや非接触体温計ＡＩ
サーマルカメラを設置す
ることで安心・安全な学習
環境が整備されていた。

〇生徒自身の健康管理
について、定時制らしい
取り組みを工夫していた。

〇特別支援教育に関する
研修会への教職員の積
極的な聴講による資質向
上の意欲が感じられた。

〇関係機関との綿密な情
報交換による多様な支援
を要する生徒への適切な
対応。

〇「観点別評価」によって
教職員の負担も増加する
が、ルーブリック評価によ
る自己評価、相互評価等
への取り組みでの効果的
な評価方法の検討。


